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〔諮問・答申事項〕 

 第１号 筒井りんご幼稚園廃止認可 

 

区   分 内     容 

１ 名   称 筒井りんご幼稚園 

２ 位   置 青森市筒井三丁目１７番３６号 

３ 設 置 者 名 
青森市筒井三丁目１７番３６号 

学校法人五十嵐学園（理事長 五十嵐 容子） 

４  園 長 名 五十嵐 容子 

５ 廃 止 の 理 由 園児数の減少等により、継続して運営していくことが困難となったため。 

６ 廃 止 の 時 期 青森県知事認可の日 

７ 収 容 定 員 等 

 

園 児 学級数 定 員 

３歳児 １ ２０ 

４歳児 １ ３５ 

５歳児 １ ３５ 

計 ３ ９０ 
 

８ 園 児 の 処 遇 平成２８年３月３１日付けで全員他園に引き継いだ。 

９ 教職員の処遇 平成２８年３月３１日付けで全員退職した。 

10 施 設 ・ 設 備 学校法人の清算手続きにおいて処理する。 

 

≪参考≫ 過去５年間の園児数の推移（各年度５月１日現在） 

 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

収 容 定 員  ９０名 ９０名 ９０名 ９０名 ９０名 

園 児 数 ４１名 ４５名 ３５名 ３２名 １７名 

充 足 率 ４５．６％ ５０．０％ ３８．９％ ３５．６％ １８．９％ 
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〔諮問・答申事項〕 

 第２号 第二千葉幼稚園廃止認可 

 

区   分 内     容 

１ 名   称 第二千葉幼稚園 

２ 位   置 八戸市河原木八太郎山１０ 

３ 設 置 者 名 
八戸市類家一丁目１番１１号 

学校法人千葉学園（理事長 千葉 満） 

４  園 長 名 沼畑 聖子 

５ 廃 止 の 理 由 
少子化の影響で平成２４年頃から園児数が減少し、地域の状況から増加する見込

みがなく、収支状況も厳しくなったため、廃止するものである。 

６ 廃 止 の 時 期 青森県知事認可の日 

７ 収 容 定 員 等 

 

園 児 学級数 定 員 

３歳児 １ ２０ 

４歳児 １ ３５ 

５歳児 １ ３５ 

計 ３ ９０ 
 

８ 園 児 の 処 遇 平成２８年４月１日から千葉幼稚園に引き継いだ。 

９ 教職員の処遇 平成２８年４月１日から千葉幼稚園において引き続き雇用している。 

10 施 設 ・ 設 備 

学校法人千葉学園が管理する。 

なお、園舎については東北防衛局の補助金を使用しているため、東北防衛局と協

議の上処分する。 

 

≪参考≫ 過去５年間の園児数の推移（各年度５月１日現在） 

 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

収 容 定 員  ９０名 ９０名 ９０名 ９０名 ９０名 

園 児 数 ４１名 ３６名 ２８名 ３２名 ２２名 

充 足 率 ４５．６％ ４０．０％ ３１．１％ ３５．６％ ２４．４％ 
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〔諮問・答申事項〕 

 第３号 第三千葉幼稚園廃止認可 

 

区   分 内     容 

１ 名   称 第三千葉幼稚園 

２ 位   置 八戸市尻内町中川原２１ 

３ 設 置 者 名 
八戸市類家一丁目１番１１号 

学校法人千葉学園（理事長 千葉 満） 

４  園 長 名 岡本 潤子 

５ 廃 止 の 理 由 
少子化の影響で平成２４年頃から園児数が減少し、地域の状況から増加する見込

みがなく、収支状況も厳しくなったため、廃止するものである。 

６ 廃 止 の 時 期 青森県知事認可の日 

７ 収 容 定 員 等 

 

園 児 学級数 定 員 

３歳児 １ ２０ 

４歳児 １ ３５ 

５歳児 １ ３５ 

計 ３ ９０ 
 

８ 園 児 の 処 遇 平成２８年４月１日から千葉幼稚園に引き継いだ。 

９ 教職員の処遇 平成２８年４月１日から千葉幼稚園において引き続き雇用している。 

10 施 設 ・ 設 備 

学校法人千葉学園が管理する。 

なお、園舎については東北防衛局の補助金を使用しているため、東北防衛局と協

議の上処分する。 

 

≪参考≫ 過去５年間の園児数の推移（各年度５月１日現在） 

 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

収 容 定 員  ９０名 ９０名 ９０名 ９０名 ９０名 

園 児 数 ４１名 ３３名 ３４名 ２９名 ２９名 

充 足 率 ４５．６％ ３６．７％ ３７．８％ ３２．２％ ３２．２％ 
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〔諮問・答申事項〕 

第４号 青森調理師学校廃止認可 

 

区   分 内     容 

１ 名    称  青森調理師学校 

２ 位    置  青森市堤町二丁目１３番５号 

３ 設 置 者 名 
青森市堤町二丁目１３番５号 

学校法人ケーエム学院（理事長 小山 祐子） 

４ 校 長 名  小山 祐子 

５ 廃 止 の 理 由 
生徒数の減少及び教員の確保が困難であることから、専修学校として経営を継続し

ていくことが困難となったため。 

６ 廃 止 の 時 期 青森県知事認可の日 

７ 収 容 定 員 等 

 

課 程 学 科 修業年限 入学定員 総定員 

調理一般課程 調理師科（昼） １年 ８０名 ８０名 

調理一般課程 調理師科（夜） １年６月 ２０名 ４０名 

計 １００名 １２０名 
 

８ 生徒の処遇 
 平成２７年度の入学者を含めた全学生は平成２８年３月３１日をもって卒業した。 

 平成２８年度以降の学生募集は停止しており、在籍している生徒はいない。 

９ 教職員の処遇  全員、平成２９年３月３１日をもって退職することで同意を得ている。 

１０ 施設・設備  学校法人の清算手続きにおいて処理する。 

 

≪参考≫ 過去５年間の生徒数の推移（各年度５月１日現在） 

 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

収 容 定 員 １２０名 １２０名 １２０名 １２０名 １２０名 

生 徒 数 ７３名 ５６名 ４７名 ４０名 ３８名 

充 足 率 ６０．８％ ４６．７％ ３９．２％ ３３．３％ ３１．７％ 
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〔諮問・答申事項〕 

 第５号 学校法人五十嵐学園解散認可 

 

区   分 内     容 

１ 名   称 学校法人五十嵐学園 

２ 位   置  青森市筒井三丁目１７番３６号 

３ 理 事 長 名  五十嵐 容子 

４ 解 散 の 理 由 

学校法人五十嵐学園が設置する学校（筒井りんご幼稚園）を廃止することとし、

当該学校の廃止により学校法人としての目的達成が困難となったことから学校法

人を解散するものである。 

５ 解 散 の 時 期 青森県知事認可の日 

６ 解 散 事 由 
学校法人五十嵐学院寄附行為第３９条第１項第１号の規定（理事会における理事

総数の３分の２以上の議決及び評議員会の議決）による解散。 

７ 資 産 の 処 分 残余財産は、全て学校法人青森愛育学園に寄附する。 
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〔諮問・答申事項〕 

 第６号 学校法人ケーエム学院解散認可 

 

区   分 内     容 

１ 名   称 学校法人ケーエム学院 

２ 位   置  青森市堤町二丁目１３番５号 

３ 理 事 長 名  小山 祐子 

４ 解 散 の 理 由 

学校法人ケーエム学院が設置する学校（青森調理師学校）を廃止することとし、

当該学校の廃止により学校法人としての目的達成が困難となったことから学校法

人を解散するものである。 

５ 解 散 の 時 期 青森県知事認可の日 

６ 解 散 事 由 
学校法人ケーエム学院寄附行為第３７条第１項第１号の規定（理事会における理

事総数の３分の２以上の議決及び評議員会の議決）による解散。 

７ 資 産 の 処 分 
残余財産は、全て社会福祉法人藤聖母園及び公立大学法人青森県立保健大学に寄附

する。 

 

 

 


